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Ｐ２　第96回臨時総代会　　　　
Ｐ４　元日本ハムファイターズ 杉谷拳士氏　来所

しました！！
Ｐ５　北海コガネ生産組合
　　　　役員道外研修を実施しました
　　　　「家族同伴研修会」を開催しました
Ｐ６　めむろファーマーズマーケット愛菜屋営業

開始のご案内
　　　十勝めむろカレー/ 北のゆめパスタ　終売

のお知らせ
　　　令和６年産大豆ならびに令和７年産小麦の

出荷契約について
Ｐ７　ＪＡめむろ新任役員海外視察研修報告
Ｐ９　不要農機具など回収のご案内
　　　労働保険の年度更新は４月12日まで
Ｐ10　ＪＡ　ＹＯＵＴＨ（青年部情報）
Ｐ12　ＪＡ女性部（女性部情報）

Ｐ15　ストップ！農作業事故
Ｐ16　芽室町農業協同組合　機構および職員配置図
Ｐ17　職員人事の動き
Ｐ18　退職者挨拶
Ｐ19　ジェイエイめむろフーズ㈱　社員人事の動き
　　　こんにちは！経済部です
Ｐ22　ＪＡめむろ　各種手数料一覧表
Ｐ23　年金相談会を開催しました
　　　農業者年金説明会を開催しました
　　　農業機械安全作業講習会を開催しました
Ｐ24　冬季仕事体験を開催しました！
　　　「いきいきリハビリ教室」申し込み受付中
Ｐ25　芽室町からお知らせ
Ｐ26　食料・農業・農村基本法の改正案について
Ｐ28　理事会だより
　　　連載　ＪＡの基礎　　　　
Ｐ29　芽室町農協史
Ｐ30　緑のめぐみ館からのお知らせ
　　　ＪＡバンクからお知らせ

今月の

　３月19日、本部事務所２階大会議室において、第96
回臨時総代会が開催されました。
　開催にあたり、書面議決213名を含む280名（うち委
任状2名）の総代が出席。廣江組合長の開会挨拶の後、
議長団に中美生農事組合の盛田義政総代、上伏古農事組
合の西川幹生総代が選出され、議事において第１号から
第８号の議案全てが原案通り承認されました。

第 9 6回臨時総代会第 9 6回臨時総代会
原案通り承認される

管理部
・管理経理
　経営管理の強化…女性農業者のＪＡ運営への参画
推進と准組合員の意見集約に取り組む。
　財務基盤の健全性維持と部門収支の改善…計画的
な出資造成をすすめるとともに持分のあり方を検討
する。
　活力ある職場づくり…職員の労務管理と健康管理
に取り組み、業務の効率化と労働生産性の向上をは
かる。
　デジタル化の推進とセキュリティ対策…ネットワ
ークの環境整備とサイバーセキュリティ対策の強化
をはかる。
・共済
　長期共済は、「生存系共済・建物更生共済」を主力に、
推進活動をおこない、短期共済は、「自動車・自賠責・
火災・傷害共済」の新規・継続推進および自動車共済

●令和６年度部門別事業方針（要点）
保障内容のグレードアップ推進をおこなう。また、Ｊ
Ａ共済の補完商品を扱う共栄火災海上保険( 株) の
代理店業務の拡充をはかる。

信用部
・貯金
　金融サービスの利用拡大…住宅・マイカーなど生
活ローンの推進活動や年金受給予定者への早期予約
推進をおこなう。また、信用事業収支の安定化およ
び営農自賄体制確立のため営農貯金・営農ゆとり貯
金の継続積立をおこなう。
・組合員相談
　組勘の適正運用…組勘運用ルールや生産実績に基
づいた、実態に則した営農計画書の策定を支援する。
　農業経営の安定化…各種補助事業を含めた資産取
得に対する事前相談を促す。また、営農計画書策定
時に投資情報を収集し低利資金への誘導をおこなう。

2



農業経営のスムーズな継承…法人化を含めた経営継
承に対する助言と農業経営講座を通じた情報提供を
おこなう。

審査部
・融資審査
　融資査定要領、融資要領に基づいた融資審査をお
こなう。

営農部
・農業振興センター
　環境に配慮した農業の展開…有機物の有効利活用
をはかるために、小麦収穫後の跡作緑肥えん麦につ
いて、生育量の確保に向けた検討をおこなう。
　農畜産物の生産性の維持向上…生産性および品質
の向上に向け、新品種の現地適応性確認および導入
検討、良質粗飼料の安定生産と乳質向上による所得
確保、スマート農業の推進による作業効率の向上、
施肥設計システム（ＴＡＦシステム）の活用による
適正施肥への誘導、各種病害虫発生予察に基づく防
除情報を提供し、効率的な防除の推進をはかる。
・営農情報
　ＪＡ運営に対する組合員の意思反映と地域住民へ
のＪＡ事業の理解促進…懇談会などを通じて、広く
組合員意見を集約しＪＡ事業運営に反映する。また、
芽室町農業やＪＡ事業の理解促進に向け、地域住民
へ広報誌を発行する。
　営農情報の効率利用…ＴＡＦシステム（十勝地域
組合員総合支援システム）およびＪＡコネクトの利
用を促進する。
　食育活動の推進と地産地消の啓蒙…地域住民に対
する食育活動として、「緑のめぐみ館」の活用を推
進する。
　豊かな農村環境の推進…有害鳥獣対策、健康づく
り対策、高齢者福祉対策の継続実施と労災保険や農
業者年金の加入促進をすすめる。

農産部
・農産
　小麦…共乾事業の円滑な取りすすめに向け、３地
区運行体制による効率的収穫と乾燥につとめる。ま
た、優良種子の継続的斡旋に向けた生産体系の強化
に取り組む。
　豆類…販売環境の変化に対応した計画的集荷、販
売につとめ、安定した生産、供給体制づくりに取り
組む。
・青果
　馬鈴しょ…土壌病害まん延防止対策を継続し、シ
ストセンチュウ抵抗性品種の導入拡大と消費者・実

※その他、詳細は臨時総代会資料に掲載されておりますのでご確認ください。
　今後も協力一致のもと、組合員や地域から信頼されるＪＡを目指して事業運営をすすめてまいりますの
で、ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、今総代会で承認いただいた変更後定款本文は、十勝地域組合員総合支援システム（ＴＡＦ）内の
「てん蔵　お知らせ」から閲覧できます。冊子で必要な方は管理経理課へお問い合わせください。

需者ニーズに応じた安定供給に取り組む。
　青果物…環境の変化に対応した販売推進と需要の
拡大する加工・業務用の販売拡大に取り組む。
・労働支援
　無料職業紹介事業は、人員確保が厳しい状況であ
るため、「ｄａｙｗｏｒｋ」の利用拡大に向けた取
り組みやさまざまな労働力確保について検討をすす
める。

畜産部
　酪農…生産数量管理の徹底と町内での目標数量調
整により、生乳生産目標数量の達成につとめる。ま
た、高品質な粗飼料生産の確保につとめ、良質乳の
生産と事故低減により生産者所得の確保をはかる。
　哺育育成預託施設・放牧事業…飼養管理技術の確
立により、繁殖成績の向上と事故低減につとめ、預
託頭数の拡大と経費の節減により、健全な運営の実
現を目指す。
　肉牛…国産牛肉消費拡大事業の継続実施と消費地
における販売促進に取り組む。

食品販売部
　食品販売…需給動向を見極め、販売先を精査しな
がら有利販売につとめる。また、原料生産や製造・
物流コスト上昇を反映した販売価格の設定について、
販売先との協議を継続し、価格転嫁が難しい商品は
終売を検討する。
　食品製造…効率稼働、コスト削減、省人化をすす
めるため製造工程の見直し、改善につとめる。また、
人員確保に向けて操業体制の見直しをすすめる。
　めむろファーマーズマーケット愛菜屋…会員間の
協力による計画的な作付けの推進、インターネット
販売品目の拡充などにより販売拡大をはかる。また、
新たなイベントを企画するなど地産地消の拠点とな
る事業展開につとめる。

経済部
・購買
　購買…早期予約や取りまとめ推進を実施し、資材
コストの低減と安定供給に取り組む。また、各種奨
励策を引き続き実施し、ＪＡ利用によるメリット還
元につとめる。
　環境対策…農業用廃プラスチック、農薬空容器、
廃タイヤなどの適正処理を啓発し、農村環境の保全
を目的に助成策を講じ定期的に回収をおこなう。
・燃料自動車
　石油類…営農用燃料の奨励策を引き続き実施する。
また、オイル・タイヤなど営農資材の取りまとめを
実施し安価安定供給をおこなう。
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　３月８日、元日本ハムファイターズのプロ野球選手、杉谷
拳士氏が本所事務所を訪れました。
　今回、ご縁により杉谷氏から日本ハムファイターズの若手
選手の新シーズンに向けた自主トレーニングの食事面のサポ
ートを十勝産食材にておこないたい旨のお話をいただき、芽
室産『えだまめ 極』と『未来めむろうし』を自主トレーニ
ング先の、沖縄県伊江島へ届けました。
　昨年までは、杉谷氏本人も参加しておりましたトレーニン
グには、松本 剛選手・石井 一成選手・野村 祐希選手・郡 
拓也選手・細川 凌平選手の５名が参加しており、杉谷氏か
らは選手達に代わって、お礼のことばをいただきました。ま
た「めむろの食材でパワーをつけて、選手達も新シーズンの
活躍につなげてくれるはず」とお話をされていました。

　今回の訪問について、杉谷氏が自身のインスタグラムで動画を投稿してくださいました。
　芽室町の生産者をはじめとする十勝の生産者らへの感謝がつづられており、ＪＡめむ
ろのインスタグラムのストーリーズでもシェアさせていただきました。
　杉谷氏は、インスタグラムのフォロワーが約83万人（Ｒ６. ３月時点）おり、今回の
投稿は多くの方の目に触れ、十勝の農産物、生産者のＰＲにも繋がったのではないで
しょうか。
　杉谷氏の投稿は、下記のユーザー名をインスタグラムで検索いただくとご覧いただ
くことができます。是非フォローいただき、ご確認ください。

元日本ハムファイターズ 杉谷拳士氏　来所しました！！

杉谷氏がインスタグラムに投稿！

杉谷拳士氏（写真左）と
ＪＡめむろ 道場代表理事専務

「えだまめ　極」を食べながらの対談
芽室町枝豆生産組合三役ら（写真右側）が対応

十勝産食材を手に喜びを見せる日本ハムの選手
（前列左から　郡選手、松本選手、石井選手

後列左から　細川選手、野村選手）

杉谷氏インスタグラム
ユーザー名：KENSHI.02
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芽室町北海コガネ生産組合　役員道外研修を実施しました

芽室町北海コガネ生産組合　家族同伴研修会を開催しました

　２月５日から９日の５日間、芽室町北海コガネ生産組合役員５名、㈱パイオニアフーズ（以下、㈱ＰＦ）
３名、ＪＡ１名、計９名で「大分・大阪・愛知・東京」の取引先８社を訪問し、日頃よりお取り扱いいた
だいているお礼、そして令和５年産の作況ならびに販売状況の情報交換をおこないました。
　各社とも、特別栽培北海コガネを使用した商品は安心・安全はもちろんのこと、「おいしい」という評
価が高いため、今後も販売を拡大していきたいとのことでした。また、産地との取り組みを強化し、消費
者へＰＲしていきたいとも話しておりました。
　組合として、引き続き安定した原料供給のため増産・増反につとめていく必要を感じ、販売先からの声
を聞くことで生産意欲向上にもつながり、非常に有意義な研修となりました。
　今後も視察受入や情報交換など、㈱ＰＦを通じた販売先との連携をおこなってまいります。

　２月22日、生産者（家族同伴者含む）54名、㈱パイオニアフーズ（以下、㈱ＰＦ）２名、ＪＡ３名、総
勢59名の参加により「芽室町北海コガネ生産組合家族同伴研修会」を北海道ホテルにて開催しました。
　研修会では令和５年産の取扱実績および出荷原料の品質状況の報告、役員道外研修の報告をおこないま
した。また、生産組合から優秀出荷者・フォトコンテスト受賞者への表彰および㈱ＰＦから特別賞の表彰
も執りおこないました。
　会食では北海コガネを使用したメニューの提供もあり、組合交流の場として盛況のうちに、粟野秀明組
合員の締めの挨拶により閉会しました。

㈱鳥貴族ホールディングスにて

研修会

㈱日本アクセスと情報交換

表彰式
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2014年発売
北のゆめパスタ

（スタンダード
 ／石臼挽きブレンド）

2012年発売
十勝めむろカレー

（ビーフマイルド
 ／ビーフスパイシー）

十勝めむろカレー／北のゆめパスタ　終売のお知らせ

今年は４月27日オープン！
158日間の営業です
営業期間　４月2７日（土）～１１月29日（金）
　　　　　※あいす屋は１１月24日（日）まで
定 休 日　毎週月・木曜日（祝祭日は一部営業）
営業時間　４月2７日～６月3０日　９：００～１６：００
　　　　　７月２日～１１月３日　９：００～１７：００
　　　　　１１月５日～１１月3０日　９：００～１６：００

めむろファーマーズマーケット愛菜屋 営業開始のご案内めむろファーマーズマーケット愛菜屋 営業開始のご案内
【４・５月の営業カレンダー】

　５月下旬より大豆出荷契約および小麦播種前契約手続きの時期となります。
　作付される方は後日送付する契約書にて手続きいただきますようよろしくお願いいたします。
　また、新規で出荷を検討されている方も同様に手続きが必要となりますので、事前に農産部農産課（TEL 
６2－2454）へお問い合わせください。
　なお、契約面積に対して実際の播種面積が超過および不足した場合、ペナルティや違約金の対象となる
ことがありますので留意願います（例：令和３年産小麦における「ゆめちから」および「はるきらり」の
契約面積超過分に対する現物取引麦対応など）

　十勝めむろカレー、北のゆめパスタにつきまして、このたび販売を終了させていただくことになりまし
た。製造コストなどが高騰し、大幅な販売価格の改定は避けられない状況となり、苦渋の決断をいたしま
した。北のゆめパスタは５月頃、十勝めむろカレーは１０ 月頃の終売を予定しています。
　発売開始から約１０年にわたりご愛顧いただきました組合員の皆様に感謝申し上げ、ご報告とさせていた
だきます。

令和６年産大豆ならびに令和７年産小麦の出荷契約について
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ＪＡめむろ新任役員海外視察研修報告
期　間：令和６年２月19日（月）～24日（土）
研修先：台湾
研修者：理事：山上・児玉・堀井、監事：古田

　２月１9日から24日までの６日間、私たち新任役員（理事：山上・児玉・堀井、監事：古田）は農業視察
研修として台湾の農場を訪問しました。
　２月１9日午後２時、千歳空港発の直行便で台湾桃園国際空港に到着しました。入国審査を終え、今回の
案内兼通訳担当である李さんと合流し、外に出ると28℃ほどの熱気が包み込みました。
　２日目の朝、私たちは台湾高速鉄道（日本でいう新幹線）で高雄へ移動しました。高雄では専用のワゴ
ン車での移動が基本でしたが、スクーターの数、老若男女のドライバー、そしてスピード感と車と車の間
をすり抜ける運転に驚かされました。露店の市場など、狭い通りでもスクーターが人を縫って走ってくる
ので、注意が必要でした。そのような交通状況の中、私たちは４ヶ所を訪れ視察研修をおこないました。

○甘棠門農場
　台北市から新幹線で南に２時間半の高雄市の
隣の屏東県萬丹郷甘棠村に位置している、甘棠
門農場が最初の視察先で、潘社長に案内いただ
きました。この農場では約2０年前から機械化を
導入し、枝豆の栽培から冷凍加工、国外輸出ま
で一貫しておこなっており、高雄農業改良場と
の協力により品質管理を重視し、現在では国外
輸出によって品質、味、見た目ともに高い評価を
得ています。また、この農場は大明食品の枝豆、
とうもろこし生産地区内５農場のひとつで、耕
地面積が１2０haあり、５農場を合わせると45０ha
もの畑を台湾糖業から賃貸を受けています。枝豆が面積の大半を占め、ポップコーン用とうもろこしも作
付けしていますが、近年のコスト高により、とうもろこしの生産を減らしていました。
　枝豆は２期作で、１月播種のものは３月～４月に収穫、９月播種は１１月～１2月にかけて収穫されており、
休閑期は飼料用作物を作付けしておりました。
　各農場では大型収穫機を所有しており、甘棠門農場では、とうもろこし用で台湾に２台しかない大型機
を所有していました。
　栽培方法も芽室とは違い、灌水するために高畝栽培しており、気温も28℃くらいになるので北の地域に
比べて枝豆栽培には適しているとのことでした。
　台湾の枝豆は海外輸出4０年を迎え、近年では輸出農産物のトップに立ち、「台湾緑の金」と称される作
物になっています。近年では、タイと中国との競争を受け、新しい品種の研究開発と優れた生産技術でこ
の１０年間の輸出が年平均4,７００ドルの生産額を突破。特に日本向けの輸出量は24,６１７ｔ、売り上げは約44億
円にも達しております。
　高雄農業改良場の指導のもと、台湾南部の高雄と屏東は農場自動化生産、科学的管理、企業化経営など
を推進し、化学肥料と農薬の使用を減らし、生産コストを下げ、安全で安心な生産販売体系を築き上げた
とのことでした。

甘棠門農場の枝豆ほ場
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○梓官区農会
　３日目の視察場所は、台湾の高雄市梓官（ツークァン）区に
ある梓官区農会でした。この農会は台湾の農協に類似した組織
で、１929年に「梓官信用購買販売利用組合」として設立され、
１95１年に「梓官区農会」と改称されました。
　梓官区は野菜生産が盛んな地域であり、農業推進科と供銷部
は大舍野菜集貨場を設立し、野菜の流通業務を担当しています。
台湾政府の行政院農業委員会の指導の下、梓官野菜生産専門エ
リアを設置し、面積は8０ha ほどで、毎年最盛期には全梓官区
で栽培総面積は35０ha に達します。農業推進指導を強化するた
めに、「梓官野菜産銷班」を１4班結成し、農民に安全野菜「吉園圃」という認証を薦め、「梓農野菜」とい
う梓官区の農特産優良ブランドを積極的に薦めています。
　梓官区農会の主な運営内容は、野菜共同マーケティングや国軍への食材提供、低温処理センター（台南
市、高雄市などのスーパーへの提供）、学校給食、団体給食（海巡署、医療機構、企業など）で中卸しを
介さず直接提供をしています。
　主な事業部署は、信用部、会務科（管理部）、保険部、農業推進科（営農部）、供銷部（農産部）、家禽（家
畜の鳥）市場です。会員と役員は、正式会員2,8７3名、スポンサー会員3,8０8名（2０１０年３月時点）、代表会
員45名、小組長１5名、理事会９名、監事会３名で運営されています。
　視察当日は、供銷部の野菜集貨場とキャベツほ場を視察しました。野菜集貨場には、芽室農協と同様の
真空予冷設備があり、またＱＲコードから生産履歴が読めるシールも付いた物がありました。北海道では
あまり見かけない長ナス、大きなピーマン、ゴロンとした大根などの野菜や果物、きのこなどが入荷され
ていました。冬の旬は大根、人参、チンゲン菜、キャベツ、白菜、タマネギであり、夏野菜の代表は空芯
菜（フーシンサイ）、きゅうり、ゴーヤでした。不足分は輸入され、ここでの取扱量は年間4,０００ｔで、販
売額は２億元（約１０億円）に達します。生産者のキャベツほ場では、前日の枝豆農場でも見られた地下水
の潅水設備があり、２条高畦栽培で温暖な地域ならではの潅水ありきの栽培方法でした。

○台北市第二果菜卸売市場
　市場は１区画あたり約7.5平米程の広さで、日本でも栽培されているマンゴー、キウイ、パパイヤはも
ちろんですが、ここでしか見られないドラゴンフルーツ、ナツメ、パッションフルーツ、グァバ、ライチ、
釈迦頭、楕円形のスイカ、長さが4０cm 超で太さが３cm の長ナス、なしのような風味の豆芋、掘ったま
まの巨大なショウガなどがありました。また、日本から輸入されている青森のりんご、羊蹄のゆり根、十
勝産の長芋なども販売されていました。

○源鮮グループ
　４日目の視察場所は、台北市の近隣にある桃園市に位置する、台湾最大のスマート農業を柱にした複合
観光農場である源鮮集団（源鮮知慧農場）でした。
　源鮮グループの施設は、農場というよりも野菜製造工場と言っても過言ではなく、約8００平米の敷地に
ハイテク機能を備えた施設があります。そこでは3０種類以上の葉野菜（レタス、チンゲンサイ、水菜など）
が生産されています。施設内では、IT（数種類の LED）を使った１4層にもなる水耕栽培がおこなわれて
おり、播種から管理、収穫までが完全に自動化されています。さらに、プロバイオティクスを与え、紫外
線を除去し、自然風を再現して健康的な野菜を追求しています。
　また、二酸化炭素排出量の削減や節水など、環境に配慮した持続可能な農業を目指しています。源鮮グ
ループは、この農業技術を iFarming スマート農法として紹介しています。この取り組みのきっかけとな
ったのは、社長が肝臓がんを患い辛い闘病生活の中、全ての方々に食を通して健康的な食生活を送れるよ

梓官区農会で職員との懇談

ＪＡめむろ新任役員海外視察研修報告
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不要農機具など回収のご案内 ～快適な農村環境を目指し不要農機具回収～

　５月上旬、川東地区を対象に不要農機具などの回収をおこ
ないます。農機具や鉄くずなどにつきましては買い取りで回
収するほか、水タンクやスレッシャー、FRP・ゴム・プラス
チック製品、木製品は実費負担で回収いたします。詳しい内
容につきましては、同封の取りまとめ用紙をご確認ください。
　４月26日（金）まで取りまとめをおこないますので、川東
地区の方はぜひこの機会にご利用ください。
　なお、不要農機具などの回収は地区を分けて年２回実施し、
川北・川西地区は９月上旬を予定しています。

川東地区

労働保険の年度更新は４月12日まで

◇お問い合わせ先◇　営農部　営農情報課　TEL：62－2313

　現在、令和６年４月１日から令和７年３月31日までの年度更新、および新規加入の手続きをおこな
っています。
　労働保険は毎年、更新手続きが必要となりますので、組勘登録印（貯金の方は通帳登録印）をご持
参の上、営農情報課までお越しください。
　手続き期間は４月12日までとなっておりますので、期日を厳守くださいますようお願いいたします。
　労災保険未加入の方は作業中の万が一の怪我のために加入をおすすめいたします。
　なお、経営主またはご家族が２種に新規加入される場合は、加入される方全員の身分証明書の写し
（両面）が必要となります。（運転免許証・マイナンバーカードなど顔写真付き身分証明書１点、顔
写真なし身分証明書の場合は２点必要です）
　また、何らかの理由で労働保険を解約される方も手続きが必要です。
　補償内容やお手続きに必要な書類など、詳細は営農情報課までお問い合わせください。

うにと始めたことです。
　館内の直売コーナーでは、綺麗にパッキングされた野菜が冷
蔵庫に並び、種類も豊富で清潔感が溢れていました。産地で生
産された加工品（フリーズドライ、パスタソースなど）も豊富
にラインナップされており、産地連携が重視されています。レ
ストランも、野菜サラダがメインのメニューで、新鮮で美味し
く、多くのお客様で賑わっていました。
　源鮮グループを視察して、少ない面積でも生産量を確保し、
より健康的な野菜の生産が可能であることに圧倒されました。
また、同時に、土壌で栽培している私たちが、対等もしくはど
のように付加価値を付けていけるか、ということを考えさせられる貴重な研修となりました。

　李さんのお話では、台湾のサラリーマンの平均的な収入は約１5０,０００円（3０,０００元）程度であり、ガソリ
ンの1ℓ当たりの価格は約１5０円（3０元）で、日本と比較して高額であることが挙げられました。街を見
渡すと、多くのスクーターが走っている一方で、高級車も多く見受けられたことから、貧富の差がかなり
大きいと感じられます。
　さらに、女性の社会進出も相当なものであり、社会的、文化的にも女性の地位が認められているように
思われました。今回、通訳兼案内役の李さんは農業の専門家であり、社会的要素と農業に関する専門知識
を組み合わせて詳しく理解することができました。
　最後に、このような貴重な機会を与えてくださった方々に感謝の意を表し、研修視察の報告といたします。

源鮮グループの水耕栽培施設

ＪＡめむろ新任役員海外視察研修報告
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　３月１日、第６3回定期総会が盟友93名（本人出席：84名、委任
状２名、書面議決７名）のもと、ＪＡ大会議室にて開催されまし
た。
　中村佳貴部長の開会挨拶に続き、手島旭町長、廣江英幸代表理
事組合長、小林真奈美女性部部長、児玉勝俊十勝地区農協青年部
協議会理事よりそれぞれ祝辞をいただきました。
　議長に川西支部の高野圭佑くん、新生支部の竹内翔一朗くんが
選出され、執行部より上程された第１号議案から第６号議案が原
案通り承認されました。また、任期満了に伴う役員改選では、新
生支部の阿部巧くんを部長とする執行体制が決定されました。
　議事終了後には、令和５年度卒業生１１名を代表して川東支部の
西村良太くんに記念品を贈呈し、謝辞が述べられ、阿部副部長の
閉会挨拶で定期総会を終了しました。
　定期総会終了後は卒業生の慰労会が開催され、卒業生による余
興や青年部活動の労をねぎらう動画が上映されるなど、笑い声や
懐かしむ声が聞こえる中で閉会となりました。
　なお、令和６年度の青年部役員は下表の通りです。

ＪＡめむろ青年部　第63回定期総会
阿部巧くん（新生支部）が新部長に就任！

選出された新年度役員

卒業生の皆さん（青年部活動おつかれさまでした）

新部長に選出された阿部巧くん

令和６年度　ＪＡめむろ青年部役員名簿
役　職 支部名 氏　名

部　長（営農部会付） 新生 阿部　巧

副部長（組織部会付） 川北 竹澤　祐太

副部長（営農部会付） 川西 梶澤　初太

理事（営農部会長） 川東 中村　知史

理事（営農部会） 新生 高田　英寿

理事（組織部会長） 川西 出口　晴基

理事（組織部会） 川東 大道　渉平

理事（組織部会） 川北 舟渡　翔悟

代表監査委員 川北 野原　康平

監査委員 新生 敬松　稜
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　雪解けが進み、日に日に春の陽気を感じられる季
節となりました。
　春耕期を迎え、盟友ならびに組合員の皆様方にお
かれましては、お忙しい日々をお過ごしのことと存
じます。
　このたび、第６3回定期総会において、中村前部長
の後任としてＪＡめむろ青年部部長という大役を仰
せつかることとなりました。大変光栄ではあります
が、責任の重さを感じている次第であります。誠に
微力ではありますが、役員一同思いを一つにし、盟
友の皆様のご協力のもと精一杯務めさせていただき
ます。
　昨年度は猛暑による影響が大きく、作物の品質低
下や生育不良、てん菜では褐斑病の蔓延による糖分
低下などが見られましたが、全体では3６3億を超え
る農畜産物の粗生産額となりました。近年の異常気
象を考えますと、より一層の営農技術の向上と経営
努力が求められます。
　また、農業情勢におきましては、為替の円安や世
界情勢の混乱による生産資材費の高止まりによる経
営の圧迫、農畜産物の消費は品目によって明暗が分

　昨年は例年にない猛暑の影響を受け、馬鈴薯の低
ライマン価、豆類の品質低下、てん菜の糖分低下、
そ菜類の生育不良など天候の影響を大きく受けたほ
場が多く見られ、収穫の際にも非常に苦労する年と
なりましたが、農畜産物の粗生産額が3６3億円を超
える実績になりましたことは、皆様の日頃の営農努
力と営農技術の高さによるものだと痛感しております。
　本年度もいよいよ春耕期を間近に控え、盟友なら
びに組合員の皆様におかれましてはお忙しい日々を
お過ごしのことと存じます。
　昨年の総会において児玉前部長の後を引き継ぎ、
役員一丸となり、盟友の皆様に助けられながら、１
年間を全力でこの大役に就かせていただきました。
　青年部事業を進めるにあたり、多大なるご理解を
いただきました盟友の皆様はもちろん、ご支援をい

かれる結果となり、在庫増加による生産への不安な
ど依然として予断を許さない状況です。
　このような厳しい農業情勢だからこそ、日本の食
を担う農業者として、広い視野から現状を的確に見
据え、最適な選択をしていく必要があります。そし
て、先人たちの想いを紡ぎ、時代の変化に対応した
「魅力ある農業」を世の中に発信していくことが今
後にとって重要になってくると思います。
　私たち青年部といたしましても、SNS で情報発
信するとともに、国際農機展と同時開催の食彩祭な
どのイベントに積極的に参加し、芽室町の農産物の
ＰＲにつとめてまいりました。また、盟友数減少が
今後も止まらない見通しでありますが、減少は衰退
ではなく、そこから生まれる深い仲間意識、柔軟な
発想と軽やかな行動力を発揮していきます。
　そして、日々変化する農業政策や国際情勢を把握
し、強い農業者、ＪＡめむろをつくるために「十勝
めむろ」そして「芽室町」を広く発信し、さらには
多岐にわたる学習会や研修会を開催することにより
知識、意識の向上を図っていきます。また、消費者
との強い信頼関係を築き、日本の「農業」「食」を
ともに考え、地域に根差した「楽しいと思える」青
年部活動に取り組んでまいります。
　盟友の皆様方には今までと同様、青年部活動事業
へのご参加、ご協力をお願いするとともに、組合員
並びに各関係機関の皆様方におかれましては青年部
活動への一層のご理解、ご協力をお願いいたしまし
て、就任の挨拶といたします。

ただきましたＪＡめむろをはじめ、各関係機関の皆
様に心より感謝を申し上げます。
　１年を振り返りますと、青年部という組織を通じ、
数多くの貴重な体験をさせていただきました。たく
さんの仲間と出会い、多くのことを学び、色々な考
えに触れ、多岐にわたる活動を進める中で、私自身
を大きく成長させていただきました。改めて、青年
部の意義を実感しているところであります。
　青年部活動につきましては、コロナ禍以前よりも
増した事業を展開していくという基本方針のもと、
部員の顔を合わせる機会を増やし、部員間の交流や
繋がりが持てるように進めてまいりました。
　令和６年度は阿部巧新部長を中心に盟友一丸とな
り、現在のこの厳しい農業情勢と世の中の暗い雰囲
気を吹きとばす勢いで、積極的に事業を展開してい
くと同時に、さらなる飛躍を目指していただきたい
と思います。
　最後になりますが、この１年間、青年部部長とい
う貴重な経験を与えていただいた青年部盟友の皆様、
自分を支えていただいき共に歩んだ青年部役員の皆
様、そして理解して送り出してくれた家族に心より
感謝を申し上げ、退任の挨拶とさせていただきます。

退任にあたり
ＪＡめむろ青年部
� 前部長　中村　佳貴

就任にあたり
ＪＡめむろ青年部
� 部長　阿部　巧
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　第７4回十勝地区農協青年部協議会定期総会が３月
１3日に農協連ビルにて開催され、令和５年度の事業
報告・収支決算について承認されました。
　令和６年度の事業計画では、ＡＩやＩＣＴなどの
新技術を積極的に導入し生産性の向上につとめ、
Made in 十勝の農産物を今まで以上に内外へ発信
していく『攻めの農業』にも取り組んでいくという
想いから、年間テーマを「新時代～守る農　攻める
業～」とし、具体的な事業展開についても原案通り
決定されました。
　任期満了による役員改選では、当青年部川東支部
の児玉勝俊くんが副会長に選任されました。なお、
令和６年度の十勝地区農協青年部協議会役員は右表
の通りです。
　また、定期総会前には「食農教育を通じた持続可
能な地域づくりについて」と題し、NPO 法人 食の
絆を育む会の近江正隆理事長による学習会が開催さ
れました。

第74回十勝地区農協青年部協議会定期総会

ＪＡめむろ女性部　第71回通常総会
長山　和枝氏（北伏古支部）が令和６年度女性部長に就任

　３月６日、第７１回通常総会が部員１5０名出席のもと、
ＪＡ大会議室にて開催されました。
　小林部長の挨拶に続き、手島旭芽室町長、道場琢
也代表理事専務、大城敬二十勝農業改良普及センタ
ー所長、阿部巧青年部長から祝辞をいただきました。
　議長に三上ますみ氏（芽室支部）、山川由紀子氏（北
伏古支部）を指名し、第１号議案から第５号議案ま
ですべて承認されました。
　また、任期満了に伴う役員改選では、北伏古支部
の長山和枝氏を部長とする執行体制が決定されまし
た。最後は新役員が登壇し、長山和枝新部長から抱
負が語られ、会場から温かな拍手が送られました。
　令和６年度の役員体制は右表の通りです。

令和６年度 女性部新役員名簿（敬称略）
役　職 担　　当 氏　　名 支部名
部　長 総　　括 長山　和枝 北伏古
副部長 副総括及び代行 高道　ルミ 中伏古

〃 〃 山川　佳織 川　北
理　事 組織総務 山川　由紀 坂の上

〃 生活文化 安藤　佳苗 上伏古
〃 学習活動 森浦　美佳 坂の上
〃 交流活動 恵田　まみな 渋　山
〃 監　　事 古田　朋子 中央高岩
〃 監事（前年度役員） 山口　祐佳 渋　山
〃 フレッシュミズ代表リーダー 広瀬　美穂 中央西
〃 〃   副代表リーダー 児玉　和歌子 上伏古
〃 〃   副代表リーダー 五島　裕子 中伏古
〃 もみじ会代表世話人 前田　美智子 上伏古
〃 〃     副代表世話人 小森　さき子 北伏古
〃 〃     副代表世話人 中嶋　裕子 中央高岩・上芽室

■新役員
　会　長　平　　一真（ＪＡ新得町青年部） 新任
　副会長　藤田　大和（ＪＡ鹿追町青年部） 再任
　副会長　稲屋　津宇（ＪＡ帯広大正青年部） 新任
　副会長　児玉　勝俊（ＪＡめむろ青年部） 新任
　理　事　七海　　光（ＪＡさらべつ青年部） 新任
　理　事　多田　将平（ＪＡ十勝池田町青年部） 新任
　理　事　背戸田達弥（ＪＡうらほろ青年部） 新任
　監　事　川口　知紘（ＪＡ豊頃町青年部） 新任
　監　事　鳥羽　翔太（ＪＡあしょろ青年部） 新任

前役員の皆さんお疲れ様でした 新役員の皆さん
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　柔らかな春の日差しに包まれて、新緑がまぶしい

季節となりました。女性部部員の皆様ならびに組合

員の皆様におかれましては、春耕期を迎えお忙しい

毎日をお過ごしのことと思います。

　このたび第７１回通常総会におきまして、小林前部

長の後任として女性部部長という大役を務めさせて

いただくこととなりました。部長としても一個人と

してもまだまだ未熟ではありますが、歴代の先輩方

が築き上げたものを大切にしながら、また部員の皆

様方のお力をいただきながら、共に選ばれた役員一

同気持ちをひとつに一年間活動していきたいと思い

ます。

　令和６年は元日に能登半島地震が発生し、今もな

お大変な思いで生活している方も多いと思います。

引き続き自分には何ができるか、どのように備えて

　新緑が目に鮮やかな風薫る季節となりました。
　女性部部員の皆様ならびに組合員の皆様におかれ
ましては、お忙しい日々をお過ごしのことと思いま
す。昨年の総会において、髙橋暢子前部長の後を引
継ぎ、部員の皆様に助けられながら役員一丸となり
この大役をつとめさせていただきました。
　女性部事業を進めるにあたり、ご協力をいただき
ました部員の皆様、ご支援をいただきましたＪＡめ
むろをはじめとする各関係機関の皆様には心より感
謝申し上げます。
　この一年を振り返りますと、新型コロナウイルス
感染症が５類に移行し、社会全体が再び動き始めた
年となりました。しかしながら、国際紛争や円安の
進行による飼料・肥料をはじめとした生産資材の高

いくか改めて考える機会にしていかなければいけな
いと思います。
　このように、私たちを取り巻く環境は国内外問わ
ず著しく変化しています。農作業に関わるものだけ
ではなく、生活必需品の高騰も頭を悩ます日々です
が、安心安全なめむろ産の農畜産物を消費者に届け
られるよう、その一助に少しでもなれたらと思いま
す。
　新型コロナウイルス５類移行から１年が経ち、依
然、収束には至りませんが情勢を注視しながら様々
な活動をおこなっていく予定ですので、部員の皆様
には女性部事業へのご参加、ご協力をお願いいたし
まして就任の挨拶とさせていただきます。

騰など依然として厳しい状況が続き農業経営に与え
る影響は甚大なものとなっています。
　女性部では組織を通じ部長としての責任の重さを
痛感しながらも、数多くの貴重な経験をさせていた
だきました。その中での出会いや経験は、私の財産
となりました。
　女性部活動では、夏期視察研修、めむろ大感謝祭
2０23、スポーツ交流会など通常通りの活動をおこな
い、視察研修では部員同士の交流を深め、めむろ大
感謝祭では地元農畜産物の販売を通じ、生きる力の
食と農の大切さをしっかりと伝えることができまし
た。
　令和６年度は、長山和枝新部長を中心に役員がひ
とつとなり、女性部活動で仲間の輪を広げながら、
十勝めむろのＰＲ活動や農業の魅力を発信していた
だきたいと思います。
　結びになりますが、この一年間、活動へのご理解
ご協力を賜りました部員の皆様、私を支えてくださ
った役員の皆様、いつも応援してくれた家族に心か
ら感謝申し上げ、退任の挨拶といたします。

退任にあたり
ＪＡめむろ女性部
� 前部長　小林真奈美

就任にあたり
ＪＡめむろ女性部
� 部長　長山　和枝
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ＪＡ十勝地区女性協議会フレッシュミズ部会

芽室けいせい苑へトイレットロール寄贈
紙パック回収運動で社会福祉活動！

ＪＡ十勝地区女性協議会　第71回通常総会

　２月2１日、３月におこなわれる第７１回ＪＡ十勝地区女性協議会通常総会に先駆け、農協連ビルでフレッ
シュミズ部会代表者会議が開かれました。
　会議には、令和５年度代表の髙橋知美リーダーと令和６年度代表の広瀬美穂リーダーが出席。事業計画
など議案全件が原案通り承認され、役員改選においては会長にＪＡ鹿追町の太田莉菜さんが就任されました。

　女性部活動の一環としておこなっている紙パック回収
運動で、今年も芽室特別養護老人ホーム芽室けいせい苑
にトイレットロールを寄贈することになり、女性部長山
和枝部長が３月１3日に訪問、贈呈式がおこなわれました。
　この事業は、ＪＡ十勝地区女性協議会とＡコープチェ
ーンなどが連携し、地球環境保全を目的に紙パック回収
運動を展開。管内Ａコープ店で回収された紙パックの収
益金でトイレットロールを購入し、管内老人福祉施設へ
寄贈するもので今年度は管内１9施設に贈られました。
　また、多くの部員に持ち寄っていただいたタオル・タ
オルケット７8０枚も併せて寄贈いたしました（コロナ禍
に寄贈できていなかった分含む）。消耗品であることから、
職員の方や入居者の方々も大変喜んでくださり、お礼の言葉を沢山かけていただきました。部員皆様のご
協力、ありがとうございました。
　なお、紙パックの回収ボックスはＡコープめむろ店に設置されていますので、引き続きご協力をお願い
いたします。

　３月１9日、農協連ビルでＪＡ十勝地区女性協議会（以
下、十勝女性協）第７１回通常総会が開かれました。
　議長にＪＡさらべつ今川佳子前部長、ＪＡ本別町齊藤
美紀部長を指名し議事に入り、事業計画など議案全件が
原案通り承認されました。
　総会終了後は、研修として、「指ヨガ」とＳＤＧｓカ
ルタが実施されました。
　「指ヨガ」は、十勝女性協の吉田こずえ監事が講師と
なり、呼吸法と１2種類の動きを実技を交えながら教えて
いただきました。「指ヨガ」で温まった後は、　ＳＤＧｓ
カルタで交流を深め、どの机もとても白熱した戦いが繰
り広げられていました。

大変喜んでいただきました！
（長山部長　後列右から２人目）

開会のあいさつを述べる十勝女性協　平会長
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ストップ！ 農作業事故

【４月の作業ではこのような怪我が報告されています】

◇労災に関するお問い合わせ先　　営農部　営農情報課　TEL ６２－２３１３

４月になり本格的な春作業が始まります。
４月から５月は農作業事故が多発する時期ですので、一人ひとりが十分注意し、

安全な農作業につとめましょう

植え付け・春収穫では
馬鈴しょの播種のためポテトプランターの上で作業中、足を滑らせ落下し左足首を骨折した。
種馬鈴しょ切作業のため倉庫内を移動中、誤ってフォークリフトにぶつかり、左目の上を切
った。
ビート移植のためトラックに苗を積み、降りようとした際に足を滑らせ背中から地面に落下
し背骨を骨折した。
長芋を収穫中、コンテナの上にミニコンを置こうとした際、左手中指を挟め骨折した。
ごぼうを収穫中、ハーベスターのコンベアに右手親指を挟まれ爪が剥がれた。

家畜の管理作業では
牛舎で給餌機を使い給餌中、Ｖベルトが外れエサが出てこなくなり直そうとした際に右手が
挟まり、人差し指の先を切断してしまった。
牛舎内を移動中、柵を跨いだ際に敷料に足をとられて転倒し、右膝を打撲した。
牛追い中、牛が急に下がってきて牛と壁の間に挟まれ肋骨を骨折した。
搾乳中、牛を移動させようとした際に牛が暴れ、牛と近くにあったパイプに右手首を挟まれ
骨折した。
牛舎を補修するため梯子に登り作業していた際、誤って転落し左足を骨折した。

その他の作業では
玉ねぎの葉を切る機械を使用している際、機械のエンジンに右腕が触れ火傷を負った。
種馬鈴しょを切っていた際、誤って左手人差し指を切った。
ロータリーを整備中、ロータリーカゴを左足の甲に落としてしまい打撲した。
防風林の枝払いをするため梯子の上で作業中、梯子から転落し右踵を強打し骨折した。
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芽室町農業協同組合　機構および職員配置図 令和６年４月１日付

宇
　
野
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垣
　
正
　
興

常

勤

監

事

内部監査室長
児玉　浩史

審議役
高野　　繁

職員数 男性 女性 計
総合職員 83名 １７名 １００名
業務職員 １６名 4０名 5６名
嘱託職員 １１名 １１名
臨時職員 ６名 １2名 １8名
計 １１６名 ６9名 １85名

青 果 課 長 三戸部良太
　 考 査 役 神谷　和明
　課長補佐 大森　美幸
　課長補佐 阿曽　秀樹

　係長 浅川　誠　　主幹 前田　一　　主幹 休場祐介
　主幹 笛木祐之　　主査 矢野恭平　　主査 熊坂温子
　主任 茂古沼　健　　主任 本間大輔　　主任 沼田恵輔
　主事 角田将昇　　主事 江口海斗　　主事 前川朋也
　主事 清水雅仁　　業務 浅野信一　　業務 大田小百合
　業務 早瀬千波　　臨時 佐竹智美

共 済 課 長 服部　昭久
　主幹 下浦　知　　主査 吉本いづみ　　主事 松尾圭悟
　主事 押切もも　　主事 田守光瑠　　業務 西口恵理子
　業務 児島玲緒　　業務 石井美有　　臨時 鈴木美祈

労働支援対策課長 永原　繁樹
考 査 役 久下　貴嗣 　主査 田野智也　　主任 森下勝斗　　主事 佐藤駿成

融資審査課長 西尾　昌泰
　課長補佐（兼） 市川　洋一
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参事役
須藤　昌彦

食品販売部長（兼）

管理経理課長 大坂　正季
考 査 役 福田　寛人

　係長 大和屋昭彦　　主幹 丸　義太郎　　主査 高橋克佳
　主任 藤倉祥央　　主任 久保智美　　主事 佐藤　亮
　業務 野原由理子　　業務 鈴木真基子　　業務 上田聡美
　業務 高橋芽里　　業務 片平美紅　　臨時 小森　豊
　嘱託 鳥本隆智（農連出向）　　臨時 山谷ほなみ（農連出向）

貯 金 課 長 門丹生光義

　係長 須藤浩昌　　主査 福見　瞳　　主査 佐藤孝広
　主査 青山幸司　　主事 平田涼介　　主事 木下剛志
　業務 玉手　恵　　業務 坂上れみ　　業務 竹田理愛
　業務 今田侑加　　業務 森本ふゆみ　　業務 小西優花
　業務 茂古沼有華　　業務 山田桃湖　　業務 前田彩花
　業務 流田愛加　　業務 松久怜奈　　業務 小田桐　鈴
　臨時 佐々木惠理佳

組合員相談課長 山本　秀美
　係長 鶴島和磨　　主査 長谷元子　　主査 根本裕樹
　主査 佐藤晃大　　主査 金子　瞳　　主事 清水優那
　業務 瀨沼香胡　　業務 関ひかり

　主査 矢野麻里　　主任 北　陵平　　主事 堀井彩可
　業務 中村麻衣　　業務 原口佳奈　　臨時 甲地悦子
　臨時 片倉小百合

営農情報課長 飛田　有希

農業振興課長 市川　洋一
　 考 査 役 田村　　元

　係長 飯田真直　　主査 坂田悠輔　　主任 小泉洋斗
　主任 高山菜花　　主事 鈴木翔琉　　業務 帰山ななえ

農 産 課 長 柴田　秀己
　係長 土屋一彦　　係長 小林健利　　主幹 男澤永雅
　主幹 西原禎之　　主任 五十嵐　涼　　主事 石井健人
　業務 竹田達也　　業務 橫山有沙　　業務 田村友理

　係長 木村勝博　　主査 金森孝泰　　主査 酒向幾恵
　主査 瀧下雅恵　　主査 三浦隆寛　　主事 上林　凌
　主事 五十嵐大樹　　主事 石野綾惇　　主事 中野陸人
　業務 川角雅博　　業務 曾田美和　　業務 松山淳一
　業務 堀井陽介　　業務 須藤千晶　　業務 杉山真由子
　業務 藤村菜穂　　業務 小泉麻未　　業務 齊藤杏奈
　業務 管野　遥　　嘱託 森川勝明　　嘱託 佐藤　清
　臨時 山上昭司　　臨時 佐伯美保子　　臨時 川合春子
　臨時 阿曽　歩

購 買 課 長 白幡　朋嗣
　課長補佐 小笠原裕作

　主幹 阿部　忍　　主事 瀬口拓未　　係長 安彦　由
　業務 川村悠司　　業務 田中丞美　　業務 小井戸大地
　業務 山川亮太　　業務 三浦伸彦　　業務 里村雄平
　業務 鈴木真人　　業務 田中　亮　　業務 細羽香瑠
　業務 山崎翔輝　　業務 菅原杏樹　　臨時 竹内建斗
　臨時 髙瀨謙宏　　臨時 成瀬誉也

燃料自動車課長 水内　寿勝

管理部長（兼）
桜井　　哲

営農部長（兼）
村瀬　雅道

次　　長
長濱　　修

農業振興センター長（兼）

農産部長
西谷　洋人

信用部長
野澤　　亮

審査部長
村瀬　雅道

経済部長
中島　辰美

食品販売課長 戸水　一範
課長補佐兼店長 小室　喜弘
めむろフーズ出向 業務課長 佐々木洋介

　主幹 目黒健太　　主事 安田柴乃　　臨時 谷口巌男
　臨時 福島亜諭美　　臨時 山中美樹
　係長 今田義貴

　係長 建部智洋　　係長 林　泰佑　　主幹 石原由美子
　主査 加藤雅幸　　主査 西沢和剛　　主事 永田龍成
　主事 森田大士　　業務 河合智人　　業務 片倉　誠
　業務 角田里奈　　臨時 佐藤結乃

畜 産 課 長 光川　敬士
考 査 役 岡田　智成

畜産部長
岩渕　智行
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【異動】令和６年４月１日付
発　令　内　容 職　員　名 発　令　前　部　署

１ 嘱託職員 参事役兼務 須 藤 昌 彦 食品販売部長

２ 嘱託職員�
（再雇用）内部監査室長 児 玉 浩 史 内部監査室長

３ 総合職員 信用部組合員相談課長 山 本 秀 美 農産部労働支援対策課長

４ 総合職員 審査部融資審査課長 西 尾 昌 泰 営農部農業振興課長�
審査部融資審査課長補佐兼務

５ 総合職員 営農部農業振興課長�審査部融資審査課長補佐兼務 市 川 洋 一 営農部農業振興課係長

６ 総合職員 農産部青果課長 三戸部　良　太 農産部農産課長
７ 総合職員 農産部農産課長 柴 田 秀 己 信用部組合員相談課長
８ 総合職員 農産部労働支援対策課長 永 原 繁 樹 農産部
９ 総合職員 経済部購買課長 白 幡 朋 嗣 農産部青果課長
10 総合職員 畜産部畜産課考査役 岡 田 智 成 経済部燃料自動車課考査役
11 総合職員 食品販売部食品販売課店長兼務 小 室 喜 弘 食品販売部食品販売課長補佐
12 総合職員 管理部管理経理課係長 大和屋　昭　彦 管理部
13 総合職員 営農部農業振興課係長 飯 田 真 直 営農部
14 総合職員 農産部農産課係長 小 林 健 利 農産部
15 総合職員 管理部 高 橋 克 佳 農産部

16 嘱託職員�（再雇用）管理部（農連出向） 鳥 本 隆 智 管理部（農連出向）

17 総合職員 農産部 笛 木 祐 之 食品販売部食品販売課係長
18 総合職員 営農部 北 　 　 陵 平 信用部
19 総合職員 農産部 田 野 智 也 営農部
20 総合職員 農産部 本 間 大 輔 経済部
21 総合職員 食品販売部 安 田 紫 乃 管理部
22 総合職員 経済部 阿 部 　 忍 畜産部
23 業務職員 信用部 小 西 優 花 管理部
24 業務職員 農産部 早 瀬 千 波 管理部

【新採用】令和６年４月１日付
発　令　内　容 職　員　名 採　用　内　容

１ 総合職員 管理部 田 守 光 瑠 新採用
２ 総合職員 信用部 木 下 剛 志 新採用
３ 総合職員 営農部 鈴 木 翔 琉 新採用
４ 総合職員 農産部 清 水 雅 仁 新採用
５ 総合職員 農産部 佐 藤 駿 成 新採用
６ 総合職員 経済部 中 野 陸 人 新採用
７ 総合職員 経済部 瀬 口 拓 未 新採用
８ 業務職員 管理部 石 井 美 有 新採用
９ 業務職員 信用部 小田桐　　　鈴 新採用
10 業務職員 経済部 菅 原 杏 樹 新採用
11 総合職員 信用部 根 本 裕 樹 中途採用
12 業務職員 農産部 竹 田 達 也 中途採用
13 業務職員 畜産部 河 合 智 人 中途採用
14 総合職員 畜産部 西 沢 和 剛 中途採用

職員人事の動き
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定年退職者【令和６年３月31日付】
　昭和58年に入所し、本年
３月末をもって定年退職と
なりました。在職中は組合
員の皆様に大変お世話にな
りました。特に枝豆、コガ
ネ、馬鈴しょ受託、カルビ
ーの各組織、旧常盤店や貯
金課共済課では暖かくご指
導いただき、本当にありが
とうございました。
　４月から再雇用で引き続
きお世話になりますが、何
卒よろしくお願い申し上げ
ます。

　３月末をもって定年退職
を迎えました。組合員の皆
様には大変お世話になり、
ありがとうございました。
引き続き４月からも雇用い
ただき、お世話になります
ので、変わらずご指導いた
だきますようお願い申し上
げます。

　このたび３月末に定年退
職を迎えました。昭和5７年
以来、42年間の長きにわた
り、組合員、役職員の皆様
方に大変お世話になりまし
たこと、心より感謝申し上
げます。おかげ様で、大過
なく勤め上げることができ
ました。最後に皆様のご健
勝とご活躍を祈念して、退
職の挨拶に代えさせていた
だきます。長い間、本当に
ありがとうございました。

　昭和5７年に入所以来42年
間、大過なく勤め定年退職
を迎えました。組合員なら
びに役職員など多くの方々
には、大変お世話になりま
した。心より感謝申し上げ
ます。４月より再雇用でお
世話になりますので、変わ
らずご指導いただきますよ
うお願いいたします。

内部監査室
室長
児玉　浩史

経済部
購買課　課長
小森　豊

審査部
融資審査課　課長
奈良　誠

管理部
管理経理課
農民連盟出向
鳥本　隆智

土屋　辰則（経済部　購買課　係長）
田邉　知之（食品販売部　参事役）

【退職】令和６年３月31日付
杉山　大地（農産部　農産課）
梅田　翔子（信用部　貯金課）

　在籍中は、大変お世話になりました。芽室町農協の今後の発展をお祈りして、退職の挨拶に
代えさせていただきます。
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経済部
です

ＪＡめむろ資材センター　春の園芸大売り出し
開催日　令和６年４月19日（金）～2０日（土）まで
　　　　　　　　４月19日　午前９時３０分～午後４時００分
　　　　　　　　４月2０日　午前９時３０分～午前12時００分

　日頃、購買店舗事業をご利用いただき誠にありがとうございます。
　本年も資材センター前において春の園芸大売り出しを開催いたします。
　野菜種子、園芸資材、肥料、農薬、家電製品、管理機、工具類、作業着、長靴類を特別価格にて販売い
たします。
　多数のご来場をお待ちしております。

【新採用】令和６年４月１日付
発　令　内　容 社　員　名 採　用　内　容

業務社員 業務課 八 田 　 朋 子 新採用

【退　職】令和６年３月31日付
木村　修一　（製造課）

ジェイエイめむろフーズ㈱　社員人事の動き

機構及び社員配置図

代
表
取
締
役

廣

江

英

幸

常
務
取
締
役

須

藤

昌

彦

工

場

長

小

林

光

敏

品質管理課長 山田　元弥 　　　 石川美佳

業 務 課 長 佐々木洋介
　 係 長 今 田 義 貴

製 造 課 長 （兼）小林光敏
　 係 長 大 森 健 司
　 係 長 高 橋 武 志

　　　　　 太田裕也　　　　　 小林知貴
　　　業務 髙田紘輝　　　業務 阿部博光
　　　業務 瀬川敬弘　　　業務 樋口侑也
　　　業務 加藤　彰　　　業務 後藤有輝
　　　業務 川畑裕翔

男性 女性 計
総合社員 8名 1名 9名
業務社員 7名 1名 8名
臨時社員 １5名 53名 ６8名
計 3０名 55名 85名

　　　業務 八田朋子
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　資材センター（肥料含む）では、春農作業繁忙期となる下記の土曜・日曜・祝日について、８時4０分か
ら１2時まで営業いたしますので、ご利用をお願いいたします。
　日曜日は肥料のみの営業となりますので、資材・農薬の販売はできませんのでご了承願います。

４/20（土）・４/21（日）・４/27（土）・４/28（日）・４/29（月）
５/３（金）・５/４（土）・５/５（日）・５/６（月）・５/11（土）・
５/12（日）・５/18（土）・５/25（土）農薬のみ

春作業の繁忙期対応にともなう、営業時間のご案内について

　第１回農業用廃プラスチック資材の回収について、下記日時で実施いたしますのでご利用ください。
（１）回収日時　４月17日（水）
　　　　　　　　午前８時40分～午後４時まで（12：00～13：00は昼休みとなります。）�
　　　　　　　　※開始時間前の荷降ろしは対応できませんので、ご理解のほどお願いいたします。
　　　　　　　　地区割　午前：川東地区　　午後：川北地区、川西地区

（２）回収場所　農産部小麦受入施設（計量後受入）

（３）処理費用　個人負担は24円／kg（税別）を徴収いたします。

（４）注意事項　・混雑を避けるため、地区指定時間での搬入をお願いいたします。
　　　　　　　　・使用済みフレコンパックに入れての搬入をお願いいたします。
　　　　　　　　・一般家庭ごみなど回収できないものは絶対に入れないでください。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく罰則
廃プラスチックの不法投棄、不法埋立て、野焼きは違法であり農業者の責任で適正に処理することが
義務付けられています。これに違反した場合の罰則は５年以下の懲役、1,000万円以下（法人は３億以下）
の罰金若しくはその両方が科せられます。

《ＪＡからのお願い》
　農業用廃プラスチック資材回収につきまして、分別の徹底をお願いいたします。お菓子の袋やお酒
の空き缶など、回収対象外のものは絶対に入れないでください。
　“農業用”廃プラスチック資材回収ということを十分に理解いただき、モラルある排出をお願いい
たします。また、分別の基準などの詳細は回収日近くに FAXを送信しますのでご確認ください。

　農薬空容器・廃プラスチック運搬時には、産廃運搬車の表示を荷台の左右に必ず貼ってください。
回収の度にフレコンパックが道路に落下している報告を受けています。交通事故の原因にもなります
ので運搬時の落下防止対策の徹底をお願いいたします。

農業用使用済み資材の回収について

経済
部で
す
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経済部
です

日 曜日 行　　　　　　　　　　　事

４月３日 水

４月４日 木

４月５日 金

４月６日 土 閉所

４月７日 日 休日

４月８日 月

４月９日 火

４月10日 水

４月11日 木

４月12日 金

４月13日 土 閉所

４月14日 日 休日

４月15日 月

４月16日 火

４月17日 水 農業用廃プラスチック資材回収

４月18日 木

４月19日 金 春の大売出し（９：30～16：00）

４月20日 土 休日営業（８：40～12：00）
春の大売り出し（９：30～12：00）

４月21日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ

４月22日 月

４月23日 火

４月24日 水

４月25日 木

４月26日 金

４月27日 土 休日営業（８：40～12：00）

４月28日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ

４月29日 月 休日営業（８：40～12：00）

４月30日 火

５月１日 水

５月２日 木

５月３日 金 休日営業（８：40～12：00）

５月４日 土 休日営業（８：40～12：00）

５月５日 日 休日営業（８：40～12：00）肥料のみ

５月６日 月 休日営業（８：40～12：00）

５月７日 火

５月８日 水

飼 料 価 格 情 勢 ４・５月 購買事業カレンダー
①飼料価格改定について
　令和６年４～６月期の配合飼料価格は、令和
６年１～３月期価格に対し全畜種平均約4,６００
円／ｔ値下げで決定いたしました。
　とうもろこし・大豆粕などの飼料原料価格が
下落していることから、値下げ改定となりまし
た。
② 畜種別改定額（t 当たり平均） （円／t）

種　　　別 改　定　幅
乳 牛 用 5,250円 値下げ
乳 牛 育 成 用 4,600円 〃
牛 人 工 乳 5,300円 〃
肉牛用 ( ホル肉牛育成用） 4,600円 〃
肉牛用 ( ホル肉牛肥育用） 3,200円 〃
肉牛用 ( 和牛・Ｆ１育成用） 4,600円 〃
肉牛用 ( 和牛・Ｆ１肥育用） 2,700円 〃
肉牛用 ( 和牛繁殖用） 4,050円 〃
牛代用乳１袋（20ｋｇ） 約193円 値上げ

※ 価格改定額については、くみあい配合飼料の価格改定額
とします。

③安定基金の補てんについて
　令和６年４～６月期の補てん単価は令和６年
７月末の安定基金理事会で決定されます。
④飼料価格変動額について （円／t）

期　　　　 間 価格改定額 基金補てん額 備考

令和５年
４月～６月期 ▲ 1,850 7,050

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和５年
７月～９月期 ▲ 2,000 5,250

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和５年
１０月～１2月期 ▲ 2,200 1,050

緊急補てん
制度（新たな
特例）発動

令和６年
１月～３月期 2,950 未定

補てん金単価
決定令和６年
４月末予定

令和６年
４月～６月期 ▲ 4,600 未定

補てん金単価
決定令和６年
７月末予定

※価格改定額は全畜種全道平均額

⑤ 令和６年度　全農の配合飼料安定基金につい
てのお知らせ

　国際情勢や為替相場が飼料価格に大きく影響
するなか、令和６年から始まる借入財源の返済
をおこないつつ、十分な補てん財源を確保する
ため、生産者とＪＡグループの積立金をともに
引き上げることといたしました。
生産者積立単価はご契約１ｔあたり
 ６００円 →　 8００円
ＪＡグループ積立金は １, 2００円 → １, ６００円
積立合計単価は １, 8００円 → 2, 4００円
になりました。
※このうち　およそ4００円が返済財源になります。
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JAめむろ　各種手数料一覧表
【振込手数料】 （消費税込）

取扱区分 ５万円未満 ５万円以上

窓　口

当　店 正組合員・准組合員 無　料
正組・准組合員以外 無　料 220円

系　統 （テレ扱い） 220円 440円（文書扱い）

他　行 （テレ扱い） 550円 770円
（文書扱い） 440円 660円

ＡＴＭ・
視覚障がい者など
（窓口）

当　店 キャッシュカード振込※１ 無　料
現金振込※２ 無　料 220円

系　統 ＪＡ・ＪＦマリンバンク 110円 220円
他　行 銀行・信金・信組など 330円 495円

ＪＡネットバンク
当　店 無　料

系　統 ＪＡ・ＪＦマリンバンク 110円 220円
他　行 銀行・信金・信組など 330円 440円

定時自動送金
当　店 無　料

系　統 ＪＡ・ＪＦマリンバンク 220円 440円
他　行 銀行・信金・信組など 550円 770円

※１�ＡＴＭでのキャッシュカード振込は、カード出金限度額以内となります。（振込手数料は含みません。）
※２�ＡＴＭでの現金振込は、10万円が限度額となります。

【両替手数料】� （お取扱い１件あたり／消費税込）
両替枚数 手数料
1枚～20枚 無　料
21枚～100枚 110円
101枚～1,000枚 330円
1,001枚～2,000枚 550円
2,001枚以降 1,000枚毎に220円加算

※ご持参金額とご希望金額のいずれか多い方が両替枚数となります。�
※同時に複数回に分けて両替する場合、合計枚数が両替枚数となります。�
※新券へ両替する場合、各金種100枚までが上限枚数となります。

【代金取立手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

電子交換所取立 880円
個別取立 1,210円

【組戻し手数料】 （消費税込）
項　目 手数料
為替振込 880円
取立手形 1,100円

【その他】 （消費税込）
項　目 手数料

債権口座管理手数料 無　料
未利用口座管理手数料 1,320円
取引履歴明細発行手数料 550円

当座小切手帳（50枚綴）交付 2,200円／冊
自己宛・信連小切手発行 1,100円／枚

【組勘運営維持負担金】　　� （消費税込）
項　目 手数料

組勘口座数割負担 44,000円
窓口取引行数負担 11円／行

【大量硬貨入金手数料】� （お取扱い１件あたり／消費税込）
硬貨入金枚数 手数料
1枚～300枚 無　料

301枚～1,000枚 330円
1,001枚～2,000枚 550円
2,001枚以降 1,000枚毎に220円加算

※募金・寄付金・義援金の入金については、手数料無料となります。
※同時に複数回に分けて入金する場合、合計枚数が入金枚数となります。

【融資関連各種証明書発行手数料】� （消費税込）
項　目 手数料

住宅ローン年末残高等証明書※１ 550円
融資証明書 1,100円／通

※１�再発行にかかる手数料となります。

【各種再発行手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

通帳・証書※１
1,100円キャッシュカード・

ＪＡカード一体型※２
※1�対象：盗難、紛失、汚損、毀損、数ページ残した状態での通帳繰越
※2�対象：�ＪＡカード一体型からキャッシュカードへの切替、ロードアシ

スタンスサービス追加付帯および付帯解除

【金種指定支払手数料】� （お取扱い１件あたり／消費税込）
支払枚数 手数料
1枚～100枚 無　料

101枚～1,000枚 330円
1,001枚～2,000枚 550円
2,001枚以降 1,000枚毎に220円加算

※同時に複数回に分けて支払する場合、合計枚数が支払枚数となります。
※�支払枚数から「1万円札を除いた枚数」が手数料対象となります。ただし、
1万円札を新券で指定する場合は、その枚数を含みます。

※新券を指定する場合、各金種100枚までが上限枚数となります。
※営農コード「5001（雇用労賃）」に伴う現金払出は、対象外。

【残高証明書発行手数料】　� （消費税込）
項　目 手数料

都度発行・定例発行 550円

【貸金庫利用料】 （消費税込）
項　目 手数料
Ｍサイズ 5,029円／年
Ｌサイズ 7,543円／年

【ネットバンク手数料】 （消費税込）
項　目 手数料

個人ＪＡネットバンク利用料 無　料

法人ＪＡネットバンク利用料

1,100円／月
※基本サービスのみ
3,300円／月

※基本サービス＋伝送サービス
10円／件

※口座振替手数料

ＪＡバンクからお知らせ

令和６年４月１日現在
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　２月2７日、ＪＡ会議室にて、年金無料相談会を開催いたし
ました。
　今回は全道各地のＪＡで年金相談会の講師としてご活躍さ
れている、社会保険労務士の高松 裕明氏をお招きいたしました。
　相談者の皆さまからの「年金は繰り下げて受け取った方が
よいのか。」「６5歳前の年金手続きの流れについて知りたい。」
といった様々な質問に対して、高松氏より丁寧に分かりやす
く年金制度についてご説明していただきました。
　個別相談が終わると、相談者の皆さまからは「疑問だった
ことを解消できて良かった。」「相談会に参加してよかった。」との嬉しいお言葉をいただきました。
　今後も定期的に相談会の開催を予定しておりますので、皆様のご参加をお待ちしております。

農業機械安全作業講習会を開催しました
　２月2１日、ＪＡ研修室で農作業機械安全作業講習会が開催され１2名が参加されました。
　講師として日農機株式会社様を招き、「ビートハーベスター・草刈るチ安全作業講習会」をテーマに農
作業事故の現状や、作業中の周囲の状況確認の重要性、農業機械を安全に使用するポイントなどを解説い
ただきました。
　講習会終了後、資材センター横の展示スペースへ移動し、実際に機械に触れ、点検箇所などについてよ
り詳しい説明をいただきました。
　家族従事者・臨時作業者を含め作業に携わる方全員が、周囲の安全確認・声掛けなどをおこない、安全
に農作業をおこなって欲しいとお話がありました。

　　　年金無料相談会を開催しました

農業者年金説明会を開催しました
　２月１5日、北海道農業会議の佐藤友里子氏を講師
に招き、農業者年金説明会がおこなわれ午前の部・
午後の部合わせて25名の方が参加されました。
　午前は制度の仕組みとメリットについて、午後は
受給に向けた制度の概要説明や経営移譲方法につい
て説明がありました。出席者は、熱心に講師の話に
耳を傾け、積極的に質問をおこない理解を深めてい
ました。
　今後も農業者年金説明会をおこなう予定ですので、
加入・未加入に関わらず参加をお待ちしています。
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毎日いきいき元気に！
　高齢者の方々に健康的な毎日を過ごしていただくため、「いきいきリハビリ教室」では、体力低下やも
の忘れの予防、体力の改善や意欲の向上を目的として実施しています。
　新規のご利用は、全戸発送にご案内（申し込み書）を同封していますので、ぜひ、この機会にお申し込
みください。

○ご利用いただける方
　６5歳以上の方
　※ 介護保険制度で要支援１～２と判定されている方は、芽室町役場高齢者支援課介護予防係（TEL：６2－

9７24）にご相談ください。介護保険制度で要介護１～５と認定されている方はご利用いただけません。
○実施日及び実施内容

　 いきいきリハビリ教室

実施日 【１日コース】
月・木曜日のいずれかの週１回（年4０回）

【２時間コース】
火・水・金曜日のいずれかの週１回（年4０回）
※体力に合わせてクラス分けをしています

実施時間 午前９時3０分～午後３時3０分 午後１時3０分～午後３時3０分
内容など 運動プログラム、脳トレーニング、レクリエーションなど
送　迎 あり（自宅→会場→自宅）
利用料 月額2,4００円＋（食事代）６００円／回 月額１,０００円

　※申し込みされた方には、後日、町担当職員の方からご連絡いたします。
【お問い合わせ】営農部　営農情報課　ＴＥＬ６2－23１3

◇ご注意ください◇
　・曜日により、定員に達している場合は待機とさせていただくことがあります。
　・現在利用されている方や申し込み済みの方は提出の必要はありません。

「いきいきリハビリ教室」申し込み受付中

　令和７年３月卒業の学生を対象とした冬季仕事体験を２月９日（金）、１６日（金）の２日程で開催し、
計１０名の学生が参加しました。
　仕事体験では事業説明をはじめ、食用馬鈴しょ選果場および豆類調製施設の見学をおこないました。施
設見学では、担当部署の職員の説明を受けながら、各施設の選果・調製施設の見学をおこない、多くの学
生から質問が出るなど、学びが深まる機会となりました。
　また、若手職員との座談会を実施し、１日のスケジュールの紹介をおこなったほか、就職活動で心掛け
ていたことや、当組合に入所を決めた理由などをお話しいただきました。
　今後の採用活動においても、参加した学生が志望先の一つとして「ＪＡめむろ」を検討していただくた
め、インターンシップなどのイベントを通して学生へのアプローチを継続的におこないたいと思います。

冬季仕事体験を開催しました！
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　北米原産のアライグマは、人間によって国内に持ち込まれた外来種で、芽室町でも農業被害が出ていま
す。また、狂犬病やサルモネラ症などの感染症を媒介するとされており、人や家畜への被害も懸念されて
います。
　繁殖力が強く天敵がいないため、駆除しなければどんどん数
が増えてしまいます。最新の情報をもとに箱わなを設置し、地
道に捕獲していくことが必要です。

　畜舎などの天井裏や床下、物置、麦稈ロールの隙間にいるかも☝ 
　河川、明渠を移動経路にしているかも☝
　トウモロコシや家畜飼料を食べられているかも☝
　行動範囲が広いアライグマの駆除をおこなうためには地域全体での捕獲が重要です。町ではアライグマ
用箱わなの設置をおこなっているほか、狩猟免許がなくてもアライグマ捕獲が可能になる「外来生物法に
基づく防除従事者」に登録するための技術講習会を年に数回開催していますので、興味のある方や農業者
の方はぜひお申し込みください。
　アライグマを目撃したり足跡などの痕跡を見つけたりした場合は、芽室町農林課農林環境係に情報をお
寄せください。

　　　　　　芽室町農林課農林環境係　電話：６2－9７25　FAX：６2－3７5７　 問合せ先

芽室町からお知らせ

　ヒグマによる人身被害は春と秋に多く発生し、被害の３分の２は山菜採り・キノコ採りの最中、そのほ
か、山林作業、農作業、釣りなどの活動中に発生しています。被害者にならないために、ヒグマと遭遇し
ないようにすることが大切です。

　ヒグマの出没情報は、下記の「めむろ安心メール」のほか、芽室町の facebook 公式アカウントや芽
室町公式 LINE でも発信しますので、御確認・御登録お願いします。
　　　　　　芽室町農林課農林環境係　電話：６2－9７25　FAX：６2－3７5７問合せ先

　災害情報や防犯情報、ヒグマの出没情報などメールでお知らせしています。ぜひ御登録ください。
　〈登録方法〉　　
　　右のＱＲコードを読み取って空メールを送信してください。

　　ＱＲコードが使用できないときは？
　　「bousai.memuro-town@raiden3.ktaiwork.jp」に空メールを送信してください。
　　返信が届くので、指示に沿って手続きを進めてください。
　　※受信拒否設定をしている場合、返信メールが届かないことがあります。
●めむろ安心メールに関する問い合わせは、芽室町総務課危機対策係（電話：62－9720）へお願いします。

春はヒグマに注意！

めむろ安心メールに御登録ください

アライグマの駆除実施中

ヒグマに遭遇しないために
○単独行動を避け、複数で行動する。
○薄暗い時間帯は出歩かない。
○鈴・ラジオ・大声で話すなど音を出しながら歩く。
○家の周辺に生ゴミや農産物の残さを放置したり、

埋めたりしない。
○フンや足跡を見たら引き返す。
○事前にヒグマの出没情報を確認する。

ヒグマに遭遇したら
○走って逃げない。こちらに気づいて

いないようであれば、静かに立ち去る。
○接近してくる場合は、ヒグマから視

線を離さず動きを見ながらゆっくり
と後退する。

アライグマの特徴

耳の縁どりと
ひげが白い

尻尾がしま模様

手足が５本指

眉間に黒い線アライグマの特性
○夜行性　　　　○身をさらすことを嫌う
○水辺を好む　　○雑食性
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食料・農業・農村基本法の改正案について
　政府は「農政の憲法」とされる食料・農業・農村基本法の改正案を閣議決定し、第213回国会（令和6年
1月26日～6月23日会期）に提出し、特に重要な法案として審議されることになりました。また、関連法
案として「食料供給困難事態対策法案」や「農地関連法の改正案」、「スマート農業技術の促進に関する法
律案」も併せて審議されます。

食料・農業・農村基本法

改正の背景
　近年における世界の食料需給の変動、地球温暖化の進行、我が国における人口の減少その他の食料、農
業及び農村をめぐる諸情勢の変化に対応し、食料安全保障の確保、環境と調和のとれた食料システムの確立、
農業の持続的な発展のための生産性の向上、農村における地域社会の維持等を図るため、基本理念を見直
すとともに、関連する基本的施策を定めるとしています。

改正案の概要
○食料安全保障の確保
　⑴　基本理念について、
　　① 「食料安全保障の確保」を規定し、その定義を「良質な食料が合理的な価格で安定的に供給され、

かつ、国民一人一人がこれを入手できる状態」とする。（第２条第１項関係）
　　② 国内の農業生産の増大を図ることを基本とし、併せて安定的な輸入及び備蓄の確保を図る旨を規定

（第２条第２項関係）
　　③ 国民に対する食料の安定的な供給に当たっては、農業生産の基盤等の確保が重要であることに鑑み、

国内への食料の供給に加え、海外への輸出を図ることで、農業及び食品産業の発展を通じた食料の
供給能力の維持が図られなければならない旨を規定。（第２条第４項関係）

　　④ 食料の合理的な価格の形成については、需給事情及び品質評価が適切に反映されつつ、食料の持続
的な供給が行われるよう、農業者、食品事業者、消費者その他の食料システムの関係者により その
持続的な供給に要する合理的な費用が考慮されるようにしなければならない旨を規定。 （第２条第
５項関係）

　⑵　基本的施策として、
　　① 施策の推進を図るため、食料・農業・農村基本計画を定め、食料安全保障の動向、食料自給率の向

上その他の食料安全保障の確保に関する事項の改善が図られるよう取り組むべき課題を明らかにし
て定める旨を規定。（第17条関係）

　　② 食料の円滑な入手（食品アクセス）の確保（輸送手段の確保等）、農産物・農業資材の安定的な輸入
の確保（輸入相手国の多様化、投資の促進等）（第19条及び第21条関係）

　　③ 収益性の向上に資する農産物の輸出の促進（輸出産地の育成、生産から販売までの関係者が組織す
る団体（品目団体）の取組促進、輸出の相手国における需要の開拓の支援等）（第22条関係）

　　④ 価格形成における費用の考慮のための食料システムの関係者の理解の増進、費用の明確化の促進等
を規定。（第23条及び第39条関係）
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〇環境と調和のとれた食料システムの確立
　⑴ 新たな基本理念として、食料システムについては、食料の供給の各段階において環境に負荷を与える

側面があることに鑑み、その負荷の低減が図られることにより、環境との調和が図られなければなら
ない旨を規定。（第３条関係）

　⑵�基本的施策として、農業生産活動、食品産業の事業活動における環境への負荷の低減の促進等を規定。
（第20条及び第32条関係）

〇農業の持続的な発展
　⑴�基本理念において、生産性の向上・付加価値の向上並びに環境への負荷の低減が図られることにより
農業の持続的な発展が図られなければならない旨を追記。（第５条関係）

　⑵�基本的施策として、効率的かつ安定的な農業経営以外の多様な農業者による農地の確保、農業法人の
経営基盤の強化、農地の集団化・適正利用、農業生産の基盤の保全、先端的な技術（スマート技術）
等を活用した生産性の向上、農産物の付加価値の向上（知財保護・活用等）、農業経営の支援を行う事
業者（サービス事業体）の活動促進、�家畜の伝染性疾病・有害動植物の発生予防、農業資材の価格変
動への影響緩和等を規定。 （第26条から第31条まで、第37条、第38条、第41条及び第42条関係）

〇農村の振興
　⑴ 基本理念において、地域社会が維持されるよう農村の振興が図られなければならない旨を追記。（第６

条関係）
　⑵ 基本的施策として、農地の保全に資する共同活動の促進、地域の資源を活用した事業活動の促進、農

村への滞在機会を提供する事業活動（農泊）の促進、障害者等の農業活動（農福連携）の環境整備、
鳥獣害対策等を規定。 （第43条から第49条まで関係）

〇団体の努力
　⑴ 食料、農業及び農村に関する団体は、農業者、食品産業の事業者、地域住民又は消費者のための活動
が基本理念の実現をはたすことに鑑み積極的に取り組む、団体については相互の連携を促進する旨を
追記（第12条、第51条関係）

食料・農業・農村基本計画
　食料・農業・農村基本計画は、上記の基本法に基づき策定されるもので、今後10年程度先までの施策の
方向性が示され、農政の中長期的なビジョンとなります。今般の基本法改正後の新たな基本法のもと、令
和６年度中に審議され令和７年３月に改訂される予定です。
　過去から大きな政策転換などは、この基本計画の５か年毎の改訂に併せておこなわれており、ＪＡグル
ープ北海道としては「食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業の確立」に向けた運動を展開すること
としております。

　農林水産省ＨＰ（各法案の概要）
・食料・農業・農村基本法改正案
・食料供給困難事態対策法案
・農地関連法の改正案
・スマート農業技術の促進に関する法律案 営農部　営農情報課
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理 事 会 だ よ り
第14回（２月27日開催）

・議案第１号　第96回臨時総代会の開催について
・議案第２号　 第96回臨時総代会提出議案につい

て
・議案第３号　 就業規則および給与規程の一部改

正について
・議案第４号　 固定資産の取得について（ビート

ハーベスター）
・議案第５号　 ジェイエイめむろフーズ（株）令

和６年度事業計画の設定について
・議案第６号　出資金の譲渡承認について
・議案第７号　出資金の減口承認について
・協議案１　　 令和５年度各種懇談会の開催結果

について

報告事項
１　主要なる内部及び外部会議の概要について
２　経営定期点検結果について
３　令和６年度役員報酬額の答申について
４　組合員の加入・脱退状況について
５　 特定・要改善組合員の令和６年度営農計画に

ついて

第１4回理事会は農協女性部役員の傍聴のもと開催
されました。

第17回　協同組合と報徳Ⅱ
◆協同組合にとっての報徳とは◆
　協同組合運動にとっての報徳の教えとはどのようなことなのでしょうか。二宮尊徳がおこなってきた農
村地域の復興にあたって特に重視したのは、①地域経済を支える農民自身の意欲の向上をはかること、②
働きについては表面的なことだけではなく、地道で困難なことをおこなう人を評価すること、③表彰など
についても人々の投票で決めるなど民主主義的手法を導入したこと、④自立的な立て直しを重視し、地域
内の互助活動を基本に対策にあたったことなど、現代の協同組合運動にとっても尊重されなければならな
い教訓が多く示されています。報徳は机上の理論ではなく実践的なものであることから、現在の協同組合
運動の行動規範としても重要な示唆を与えてくれるのです。
　協同組合は、出資や組織を形だけ整えただけでは組合員の真の組合とは言えません。組合員とともに成
長する協同組合こそが、今後のあらゆる難局を乗り越えて行ける力を持つことができるのではないでしょ
うか。
　我が国はご承知のように、これまで経験したことがないような少子高齢化や経済不況の局面に遭遇して
います。地域と組合員の経営を守るため協同組合組織に結集するとともに、総力をあげて困難に立ち向か
うためには、報徳の教えを現代に生かし、より一層の組織基盤の強化を進めていきたいものです。

連載ＪＡの基礎【報徳編】

　組織というものは、みんなの心が緊密になるのが組織である。その心のつながりを
強くすることが組織の教化である。
　それが喧嘩までして組合なんてつまらんというように、悪口をいうような組合員が
出てくるようでは、心のつながりをいちいち切っているのだから、それではもう組織
ではない。
　だから、例えば、お金を貸すのを断っても、組合員が「あゝそうか、そんなら俺は
これ以上借りるのは無理だ」と理解し、あるいは「催促されても無理はない。それは
払わにゃならん」という気持ちを持たせることである。それが「取れるものなら取っ
てみろ」なんてことになると、心のつながりがなくなるから、組織でもなんでもなく
なってしまう。

元ホクレン会長　小林翁語録

（H22.10.15発行　
北海道報徳情報別冊31号より一部抜粋）
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遠
山
氏
を
国
会
へ

　
と
こ
ろ
で
芽
室
か
ら
す
で
に
昭
和
十
二
年
四
月
の
選
挙
で
、
一
人
の
代
議
士
を
出
し

て
い
る
。
そ
の
名
は
遠
山
房
吉
氏
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
本
史
に
登
場
し
て
く
る
村
づ
く

り
の
先
覚
者
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
年
、
信
州
長
野
か
ら
入
地
し
て
、
い
ま
の
元
村
附
辺
に
オ
ガ
ミ
小
屋
を
つ

く
つ
て
開
拓
の
人
と
な
つ
た
。見
識
の
高
い
人
物
で
、ま
も
な
く
駅
逓
取
扱
人
と
な
り
、

三
十
三
年
に
開
庁
し
た
芽
室
ほ
か
六
カ
村
（
西
士
狩
、
美
蔓
、
美
生
、
羽
帯
、
人
舞
、

屈
足
）
戸
長
役
場
の
総
代
人
に
選
ば
れ
、
同
じ
く
総
代
人
の
岩
崎
鉄
太
郎
、
安
久
津
直

重
、
富
田
鉱
太
郎
、
村
山
富
十
郎
、
笹
島
又
三
郎
氏
ま
た
先
住
者
で
農
会
委
員
、
学
務

委
員
を
や
つ
て
い
た
鈴
木
銃
太
郎
、
竹
沢
嘉
一
郎
、
島
田
為
三
郎
、
安
達
辰
左
エ
門
、

森
下
鍵
次
郎
、
喜
多
辰
蔵
、
大
村
壬
作
氏
ら
と
と
も
に
村
づ
く
り
に
専
念
し
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
明
治
四
十
三
年
、
岩
波
、
喜
多
、
松
本
氏
ら
の
推
薦
に
よ
り
道
議
選
に
出

る
こ
と
に
な
り
、
わ
ず
か
一
日
の
選
挙
運
動
を
や
つ
た
だ
け
で
当
選
、
し
か
も
芽
室
の

有
権
者
百
十
四
名
中
百
七
票
を
得
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
度
道
議
に
当
選
。
十
二
年

に
は
第
五
区
か
ら
衆
院
選
に
出
馬
し
て
、
三
万
二
十
八
票
を
と
り
、
全
道
当
選
者
中
の

最
高
得
票
で
あ
つ
た
。
昭
和
十
四
年
三
月
十
七
日
、
議
会
開
会
中
急
逝
し
た
が
、
十
勝

開
発
に
は
功
績
少
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
。

　
選
挙
と
な
れ
ば
、
集
ま
る
票
の
大
半
は
農
民
で
あ
る
こ
の
町
と
し
て
、
組
合
の
応
援

な
く
し
て
か
か
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
ろ
う
。
こ
の
時
代
に
、
こ
の

一
農
村
か
ら
、
早
く
も
村
の
代
表
を
国
会
に
お
く
つ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
こ
の
地
の

農
民
の
先
進
性
と
政
治
の
目
覚
め
が
あ
つ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
農

業
を
大
本
と
し
た
村
づ
く
り
に
一
致
団
結
し
た
成
果
で
あ
り
、
村
づ
く
り
は
そ
の
ま
ま

組
合
運
動
で
あ
つ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
昭
和
十
五
年
八
月
の
道
議
選
で
は
安
達
氏
が
帯
広
の
小
川
氏
に
つ
い
で
定
員
四
名
中

二
位
で
当
選
。
戦
後
は
二
十
二
年
四
月
三
十
日
の
初
の
民
主
道
議
選
で
高
橋
雄
之
助
氏

が
、
九
、一
八
〇
票
で
悠
々
と
当
選
の
栄
を
か
ち
と
つ
た
。
こ
の
と
き
同
氏
は
芽
室
町

で
実
に
四
、四
八
〇
票
と
い
う
不
動
の
票
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
芽
室
村
議
、
町
議
の
選
挙
も
実
に
多
く
の
農
業
人
が
当
選
し
、
活
躍
し
、
文
字

通
り
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

 

（
五
月
号
に
つ
づ
く
）

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？Ｑ

タテのカギ
出題：ニコリ

※解答は５月号に掲載いたします。

３月号の
解　　答

ＡＢＣＤＥ
ウシオジル

１ 冬がウインターなら、春は
２ 天ぷらやフライに付けられていま

す
３ 煮物を作るときにすくうこともあ

ります
４ 水中をふわふわと漂う生き物
６ 平面は２次元、立体は
８ 桃太郎がきび団子を着けていた場

所
10 入学式で胸に着けるお母さんもい

ます
12 メジロやヒヨドリが吸うもの
14 関東――、――裁判所
16 漢字で書くと土筆。春の山菜です
18 オンの反対語

ヨコのカギ

１ ゴルフプレーヤーがカードに記録
します

３ 眠いときに出ます
５ アマではありません
６ お花見といえばこの花
７ テレビやエアコンの操作に使います
９ お酒は飲めません
11 みそ汁の具にしてもおいしい二枚貝
13 ストレスがたまるとこぼしたくな

ることも
15 ダブルプレーともいいます
17 湯が冷めないよう――ポットに入

れた
19 当たりかな、外れかな
20 山梨県の県庁所在地である市
21 馬に乗る人のこと

パ ズ ル ？ 頭 の 体 操

解　答　欄

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

連載 № 41

【
第
三
篇
：
戦
時
中
の
農
業
・
農
民
と
政
治
】
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ＪＡめむろホームページアドレス　https://www.ja-memuro.or. jp

■
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３

ＪＡめむろ農畜産物加工調理体験施設

「緑のめぐみ館」からお知らせ
2024年

５月

開催

「緑のめぐみ館」は、個人・団体・グループで気軽にご利用できる加工調理体験施設です。
◆お申し込み・お問い合わせ：「緑のめぐみ館」ＴＥＬ／ＦＡＸ　０１５５－６２－５３７９

芽室町東めむろ３条南１丁目「愛菜屋」東隣り

!!　参加者募集　!!

ＪＡバンクからのお知らせ

ＡＴＭ通常稼動時間のご案内

ゴールデンウィークのＡＴＭ稼働日程のご案内

対象ＡＴＭ
４月 ５月
2６日

（金）
2７日

（土）
28日

（日）
29日

（月）
3０日

（火）
１日

（水）
２日

（木）
３日

（金）
４日

（土）
５日

（日）
６日

（月）
７日

（火）

本　所 通常稼動 休止 通常稼動 休止 通常
稼動

コンビニＡＴＭ 通常稼動 休止 通常稼動

金融中央店
Ａコープ 令和５年１０月より年中無休稼働となりました。

※ セブン銀行など提携ＡＴＭにつきましては、ご利用時間帯に応じて別途手数料が発生いたします。
　詳しい内容につきましては、ＪＡめむろＨＰなどでご確認ください。

平日 土曜日 日曜日・祝日
本　所 ８：45～19：00

９：00～17：00
休止

金融中央店 ８：45～20：00
９：00～17：00

Ａコープ ９：00～19：00
セブン銀行など

コンビニＡＴＭ※ ８：00～22：00 ８：00～21：00 ８：00～21：00

※ セブン銀行など提携ＡＴＭにつきましては、ご利用時間帯に応じて別途手数料が発生いたします。
　詳しい内容につきましては、ＪＡめむろＨＰなどでご確認ください。

定　員：各回10名
参加料：3,000円
持ち物：バンダナ・エプロン・タオル
　　　　マスク・衛生手袋
その他： 味噌５kg 程度が入る樽、袋２枚

十勝産大豆を使って！ “北海道のおいしい乳製品を使って”

日時：５月18日（土）９：30～12：30
時間　９：30～13：00

①５月８日（水）　　②５月15日（水）
③５月22日（水）　　④５月29日（水）

定　員：親子10組（小学生以上）
参加料：無料
持ち物： バンダナ・エプロン・タオル・マスク
　　　　お持ち帰り用容器

お子さんはきれいな長靴をお持ちください。

～Ｊ A めむろ食育講座～

手作り味噌講習会 親子お菓子教室
メニュー：チーズケーキ
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